The annotation of "Tenbunban Rongo" (天文版論語) by 久保尾 俊郎
は
じ
め
に
　
「
天
文
版
論
語
」
は
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
八
月
に
泉
州
堺
の
阿
佐
井
野
氏
が
、
博
士
家
清
原
氏
の
伝
本
に
よ
っ
て
出
版
刊
行
し
た
『
論
語
』
の
こ
と
で
あ
る
  
。
ま
た
「
南
宗
論
語
」「
東
京
魯
論
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
わ
が
国
の
『
論
語
』
の
出
版
と
し
て
は
、
著
名
な
正
平
一
九
年
（
一
三
六
四
）
刊
の
「
正
平
版
論
語
」
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
  
。
現
存
諸
本
は
、
使
用
さ
れ
た
版
木
を
基
準
に
す
る
と
、
江
戸
時
代
に
堺
の
南
宗
寺
に
伝
存
し
た
版
木
に
も
と
づ
く
本
と
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
仙
石
政
和
（
一
七
六
六
―
一
八
二
四
）
に
よ
る
翻
刻
本
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
の
書
誌
的
特
徴
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
一
本
を
  
例
に
と
る
と
、
　
論
語　
一
〇
巻　
天
文
二
年
刊　
二
冊　
魏
何
晏
集
解
本
に
よ
る
無
注
の
単
経
本
。
改
装
、
う
す
茶
色
表
紙
（
二
六
・
〇
×
一
九
・
九
糎
）。
書
題
簽
「
南
宗
論
語　
乾
（
坤
）」。
四
周
単
辺
（
二
〇
・
五
×
一
七
・
九
糎
）。
有
界
、
毎
半
葉
七
行
一
四
字
。
版
心
小
黒
口
、
黒
魚
尾　
「（
丁
数
）」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
他
の
諸
本
も
、
冊
数
、
装
訂
、
表
紙
（
大
き
さ
）、
題
簽
を
の
ぞ
く
書
誌
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
但
し
後
に
見
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
以
降
、
初
版
本
の
何
晏
序
・
経
文
本
文
・
清
原
宣
賢
跋
文
の
構
成
に
、
新
た
な
序
跋
が
加
え
ら
れ
、
異
な
っ
た
構
成
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
「
天
文
版
論
語
」
解
題
久
保
尾　
俊　
郎
の
本
が
で
き
て
い
る
。
　
「
天
文
版
論
語
」
の
出
版
さ
れ
た
経
緯
は
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
―
一
五
五
〇
）
の
跋
文
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
泉
南
有 
佳
士 
厥
名
曰 
阿
佐
井
野 
一
日
謂 
予
云
、
東
京
魯
論
之
板
者
天
下
寶
也
、
雖 
然
離 
丙
丁
厄 
而
灰
燼
矣
、
是
可 
忍
乎
、
今
要 
得 
家
本 
以
重
鏤 
梓
若
何
、
予
云
、
善
、
按
應
神
天
皇
御
宇
典
経
始
来
、
継
體
天
皇
御
宇
五
経
重
来
、
自 
尓
以
降
吾
朝
儒
家
所 
講
習 
之
本
蔵 
諸
秘
府 
傳 
於
叔
世 
也
、
盖
唐
本
有 
古
今
之
異 
乎
、
家
本
有 
損
益
之
失 
乎
、
年
代

遠
不 
可 
獲 
而
測 
遂
撰 
累
葉
的
本 
以
付
与
、
庶
幾
愽
雅
君
子
糾 
焉
天
文
癸
巳
八
月
乙
亥
　
金
紫
光
禄
大
夫
拾
遺
清
原
朝
臣
宣
賢
法
名
宗
尤
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
東
京
魯
論
之
板
者
天
下
寶
也
」
と
考
え
る
泉
州
堺
の
阿
佐
井
野
が
、「
東
京
」（
平
安
京
の
左
京
を
さ
す
か
  
）
に
あ
っ
た
『
論
語
』
の
一
本
の
版
木
が
丙
丁
厄
（
応
仁
の
乱
）
で
灰
燼
に
帰
し
た
の
を
惜
し
み
、
清
原
宣
賢
に
清
家
の
「
家
本
」
を
得
て
「
重
鏤
」
し
た
い
と
申
し
出
た
。
そ
れ
に
対
し
て
宣
賢
は
、
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
「
累
葉
的
本
」
を
選
ん
で
、
阿
佐
井
野
に
付
与
し
て
「
天
文
版
論
語
」
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
阿
佐
井
野
氏
の
出
版
　
「
天
文
版
論
語
」
の
出
版
を
す
す
め
た
阿
佐
井
野
氏
は
中
世
堺
の
勢
力
家
で
、『
論
語
』
の
ほ
か
に
も
『
三
体
詩
』（『
増
註
唐
賢
三
体
詩
』）、
『
医
書
大
全
』（『
新
刊
名
方
類
証
医
書
大
全
』）
の
刊
行
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
出
版
事
業
に
関
心
が
深
か
っ
た
。
出
版
史
上
「
天
文
版
論
語
」
は
「
阿
佐
井
野
版
」
の
一
種
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
  
。
―　　―
　
宣
賢
の
跋
文
で
阿
佐
井
野
は
、『
論
語
』
の
版
木
の
行
方
に
関
心
を
示
し
て
い
る
が
、
京
都
に
あ
っ
た
版
木
に
関
し
て
は
、
阿
佐
井
野
は
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
刊
の
『
三
体
詩
』
の
相
国
寺
に
あ
っ
た
版
木
を
堺
に
も
た
ら
し
て
い
る
（
阿
佐
井
野
版
『
三
体
詩
』
追
記
刊
語
）。
阿
佐
井
野
氏
は
堺
の
商
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
特
に
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
京
都
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
  
。
宗
瑞
は
『
医
書
大
全
』
を
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
に
出
版
刊
行
し
た
が
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
す
な
わ
ち
「
天
文
版
論
語
」
刊
行
の
前
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
論
語
』
の
出
版
を
京
都
の
清
原
宣
賢
に
も
ち
か
け
刊
行
の
準
備
を
進
め
た
の
は
、
二
四
巻
一
〇
冊
と
い
う
大
部
な
『
医
書
大
全
』
の
出
版
刊
行
を
や
り
と
げ
た
阿
佐
井
野
宗
瑞
だ
と
考
え
て
も
無
理
の
な
い
推
測
だ
と
思
わ
れ
る
。『
医
書
大
全
』
の
跋
語
を
書
い
て
い
る
月
舟
寿
桂
（
一
四
六
〇
―
一
五
三
三
）
は
清
原
宣
賢
と
同
時
代
に
京
都
で
活
躍
し
た
建
仁
寺
の
学
僧
で
あ
っ
た
  
。
　
版
木
は
江
戸
時
代
に
泉
州
堺
の
南
宗
寺
の
什
物
と
な
っ
て
い
た
が
、
南
宗
寺
は
阿
佐
井
野
氏
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
  
。
版
木
の
伝
来
と
行
方
　
「
天
文
版
論
語
」
の
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
版
木
が
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
ま
で
四
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
伝
わ
り
、
南
宗
寺
に
伝
来
し
て
か
ら
は
何
度
も
刷
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
最
初
版
木
が
京
都
と
堺
の
ど
ち
ら
に
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
伝
え
に
「
南
宗
禅
刹
所
蔵
東
京
魯
論
鏤
板
八
十
七
面
」「
板
之
存
在 
於
南
刹 
其
起
由
亦
無 
明
據 
大
抵
慶
元
之
際
為 
寺
什 
云
者
、
山
侶
及
府
人
之
口
碑
、
可 
以
認 
焉
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
天
文
版
論
語
」
跋
文
）
と
あ
っ
て
、
慶
長
・
元
和
の
大
坂
冬
・
夏
の
陣
以
後
に
「
東
京
魯
論
鏤
板
八
十
七
面
」
す
な
わ
ち
「
天
文
版
論
語
」
の
版
木
が
堺
南
宗
寺
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
  
。
　
ま
た
、
江
戸
後
期
文
化
八
年
刊
の
仙
石
政
和
「
翻
刻
南
宗
論
語
」
に
は
「
其
版
清
原
宣
賢
所 
附 
細
川
幽
齋 
幽
齋
附 
南
宗 
也
」
と
あ
り
、
最
初
版
木
を
清
原
宣
賢
が
持
っ
て
い
た
の
を
細
川
幽
齋
に
与
え
、
そ
れ
か
ら
南
宗
寺
に
引
き
渡
し
た
と
い
う
。
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
　
こ
の
二
つ
の
説
に
よ
れ
ば
、
天
文
二
年
の
初
版
刊
行
時
か
ら
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）（
元
和
の
夏
の
陣
で
南
宗
寺
焼
失
）
ま
で
は
、
版
木
は
京
都
の
清
原
家
ま
た
は
細
川
幽
齋
の
家
に
あ
り
、
大
坂
夏
の
陣
以
後
細
川
家
か
ら
南
宗
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
　
こ
う
し
た
話
が
伝
わ
っ
た
背
景
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
清
原
宣
賢
か
ら
版
木
を
ゆ
ず
ら
れ
た
細
川
幽
齋
（
一
五
三
四
―
一
六
一
〇
）
は
宣
賢
の
娘
の
子
で
あ
っ
た
  
。
細
川
幽
齋
の
弟
玉
甫
紹

は
南
宗
寺
八
世
と
な
っ
て
お
り
  
、
細
川
家
と
南
宗
寺
と
は
縁
が
あ
っ
た
が
、
幽
齋
自
身
は
南
宗
寺
を
再
興
し
た
沢
庵
宗
彭
和
尚
（
一
五
七
三
―
一
六
四
五
）
と
知
合
い
で
あ
っ
た
  
。
沢
庵
は
京
都
大
徳
寺
一
五
三
世
で
あ
り
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
南
宗
寺
の
一
二
世
に
な
っ
た
。
元
和
元
年
四
月
大
阪
夏
の
陣
で
南
宗
寺
が
焼
失
し
た
の
を
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
夏
に
現
在
の
堺
市
の
寺
域
に
方
丈
、
庫
裏
を
建
立
し
て
い
る
  
。
た
だ
し
こ
れ
は
細
川
幽
齋
没
後
の
こ
と
で
あ
る
。
　
沢
庵
は
幽
齋
の
子
忠
興
、
孫
忠
利
と
も
交
流
を
続
け
た
  
。
し
た
が
っ
て
沢
庵
の
時
代
に
「
天
文
版
論
語
」
の
版
木
が
細
川
家
か
ら
南
宗
寺
に
伝
来
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
沢
庵
の
語
録
や
文
章
・
書
簡
は
多
く
残
っ
て
お
り
『
澤
庵
和
尚
全
集
  
』
な
ど
で
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
南
宗
寺
に
「
天
文
版
論
語
」
の
板
木
を
蔵
し
て
い
る
と
い
う
記
述
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
京
都
か
ら
堺
に
「
天
文
版
論
語
」
の
版
木
が
も
た
ら
さ
れ
た
事
実
の
背
景
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
事
実
を
史
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
　
た
だ
江
戸
時
代
の
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
版
木
が
南
宗
寺
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
で
見
る
よ
う
に
、
現
存
諸
本
の
旧
蔵
者
の
生
き
た
年
代
と
、
本
に
「
界
府
龍
興
山
南
宗
寺
蔵
什
」
と
い
う
南
宗
寺
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
版
木
は
江
戸
時
代
（
仙
石
政
和
「
翻
刻
南
宗
論
語
」
跋
文
）、
明
治
時
代
（
細
川
潤
次
郎
「
天
文
版
論
語
考
」）、
大
正
時
代
と
南
宗
寺
に
伝
わ
り
、
大
正
五
年
の
刊
行
を
も
っ
て
大
阪
図
書
館
（
現
大
阪
府
立
図
書
館
）
に
委
託
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
（
梅
山
玄
秀
「
天
文
版
論
語
贈
呈
の
略
則
」）。
し
か
し
な
ぜ
か
南
宗
寺
に
と
ど
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
一
〇
日
未
明
の
空
襲
で
、
方
丈
、
庫
―　　―
厨
、
開
山
堂
、
茶
室
な
ど
と
一
緒
に
「
天
文
版
論
語
」
の
版
木
は
焼
失
し
た
  
。
印
刷
の
歴
史
　
小
論
で
把
握
し
て
い
る
初
版
本
は
二
本
、
室
町
期
の
刷
本
と
さ
れ
る
の
が
一
本
で
室
町
期
以
前
の
現
存
本
は
極
め
て
少
な
い
。
　
す
な
わ
ち
初
版
本
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
・
清
原
枝
賢
識
語
本　
二
冊　
　
　
　
　
　
（
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
上
巻
、








、
昭
和
四
五
年
、
二
七
五
頁
）
・
屋
代
弘
賢
、
浅
野
梅
堂
旧
蔵
本　
一
冊　
（
反
町
茂
雄
『
弘
文
荘
在
庫
古
書
目
録
』
第
十
八
号
、
昭
和
二
四
年
、
九
頁
）
の
二
点
で
あ
る
。
　
ま
た
室
町
末
期
の
刷
本
と
し
て
・
成
簣
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊　
　
　
　
　
　
（
川
瀬
一
馬
編
著
『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』
お
茶
の
水
図
書
館
、
一
九
九
二
年
、
五
一
五
頁
）
が
報
告
さ
れ
て
い
る
  
。
　
初
版
本
の
一
つ
清
原
枝
賢
識
語
本
は
京
都
に
あ
っ
た
本
で
、
清
原
宣
賢
の
孫
清
原
枝
賢
の
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
識
語
と
そ
の
門
人
楠
正
種
の
永
禄
一
〇
年
卯
月
五
日
付
け
の
識
語
を
も
つ
。
京
都
妙
覚
寺
建
住
坊
旧
蔵
本
で
あ
る
  
。
そ
し
て
室
町
期
の
三
本
は
い
ず
れ
も
「
何
晏
序
・
本
文
・
宣
賢
跋
」
の
構
成
で
あ
る
。
　
現
存
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸
期
以
降
の
刷
本
で
あ
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
入
っ
て
の
本
は
（
お
そ
ら
く
版
木
が
南
宗
寺
に
伝
来
し
て
以
後
に
刷
ら
れ
た
本
）
は
、
構
成
、
冊
数
、
表
紙
、
題
簽
、
綴
じ
方
な
ど
の
装
訂
は
様
々
な
形
で
な
さ
れ
て
い
る
。
　
構
成
と
い
う
点
で
は
江
戸
後
期
ま
で
に
イ
「
何
晏
序
・
本
文
・
宣
賢
跋
」
の
構
成
本
の
ほ
か
に
、
ロ
「
宣
賢
序
・
何
晏
序
・
本
文
・
五
畿
之
地
方
云
々
の
跋
」、
ハ
「
宣
賢
序
・
何
晏
序
・
本
文
」
の
構
成
の
本
が
で
き
て
い
た
。
以
下
江
戸
期
の
刷
本
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
例
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
を
挙
げ
る
と
、
　
イ
の
構
成
本
と
し
て
は
伊
勢
貞
丈
（
一
七
一
七
―
八
四
）
の
印
と
さ
れ
る
「
律
庵
清
賞
  
」
を
持
つ
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
本
（「
界
府
龍
興
山
南
宗
寺
蔵
什
」
の
朱
印
あ
り
）、
小
津
桂
窓
（
一
八
〇
四
―
五
八
）
の
「
西
荘
文
庫
」
印
を
持
つ
天
理
図
書
館
蔵
本
、「
林
崎
文
庫
」
印
を
持
つ
神
宮
文
庫
蔵
本
な
ど
が
あ
る
。
ロ
の
構
成
本
で
は
、
河
本
立
軒
（
―
一
八
〇
九
）
の
旧
蔵
書
と
さ
れ
る
  
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
、
毛
利
高
標
（
一
七
五
五
―
一
八
〇
一
）
の
蔵
書
印
「
佐
伯
侯
毛
利
高
標
字
培
松
蔵
書
画
之
印
」
を
も
つ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
界
府
龍
興
山
南
宗
寺
蔵
什
」
の
朱
印
を
持
つ
。
ま
た
ハ
の
構
成
本
に
は
那
須
常
徳
（
―
一
八
四
一
）
の
「
久
昌
院
蔵
書
」
の
蔵
書
印
を
持
つ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
な
ど
が
あ
り
、
市
野
迷
庵
（
一
七
六
五
―
一
八
二
六
）
が
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
刊
の
『
正
平
版
論
語
札
記
』
で
紹
介
し
た
「
世
伝
古
本
論
語
」
も
こ
の
構
成
本
で
あ
る
。
　
印
刷
の
記
録
の
比
較
的
明
ら
か
な
の
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
五
月
、
仙
石
政
和
は
「
翻
刻
南
宗
論
語
」
と
い
う
翻
刻
本
「
天
文
版
論
語
」
を
作
っ
た
。
こ
の
時
の
跋
文
に
「
清
原
附 
阿
佐
井
野
以 
家
蔵
之
本 
阿
佐
井
野
以
上
木
者
也
。
然
云
附 
幽
斎 
者
阿
佐
井
野
所 
受
刻 
即
今
南
宗
所
蔵
者
以
附 
之
乎
。
抑
阿
佐
井
野
所 
刻
集
解
全
文
而
附 
之
。
幽
斎
刪 
集
解 
改
刻
以
附 
南
宗 
乎
」
と
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
仙
石
政
和
が
あ
ら
た
め
て
「
天
文
版
論
語
」
の
翻
刻
本
を
作
っ
た
の
は
、
当
時
南
宗
寺
に
蔵
什
の
細
川
幽
齋
が
南
宗
寺
に
も
た
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
版
木
は
、
初
版
時
の
阿
佐
井
野
作
成
の
版
木
と
同
じ
か
ど
う
か
、
細
川
幽
齋
が
改
刻
し
て
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
当
時
の
南
宗
寺
に
あ
っ
た
版
木
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
文
・
跋
文
が
同
じ
で
も
、
跋
文
の
位
置
が
前
に
来
た
り
（
前
述
ハ
の
構
成
本
）、
新
た
な
跋
文
が
加
わ
っ
た
り
し
た
本
（
前
述
ロ
の
構
成
本
）
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
仙
石
政
和
の
翻
刻
本
作
成
の
動
機
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
　
明
治
に
な
っ
て
も
再
三
少
部
数
の
印
行
が
な
さ
れ
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
は
版
木
が
海
会
寺
に
持
ち
出
さ
れ
て
印
刷
さ
れ
た
  
。
―　　―
続
い
て
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
細
川
潤
次
郎
が
か
か
わ
っ
て
印
刷
し
た
が
、
こ
の
と
き
の
刷
本
は
一
冊
本
で
あ
る
（
細
川
潤
次
郎
「
天
文
版
論
語
考
」）。
　
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
南
宗
寺
九
三
世
梅
山
玄
秀
が
寺
の
再
建
の
た
め
千
部
と
い
う
大
部
を
刷
っ
た
（「
天
文
版
論
語
贈
呈
の
略
則
」）。
こ
れ
は
南
宗
寺
の
版
木
を
も
と
に
整
版
と
は
別
の
印
刷
技
術
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
も
こ
の
大
正
五
年
刊
行
本
は
増
刷
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
  
。
研
究
の
歴
史
　
「
天
文
版
論
語
」
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
学
者
の
研
究
対
象
に
な
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
書
誌
学
者
吉
田
篁
敦
（
漢
宦
）
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
刊
の
『
論
語
集
解
攷
異
』
で
慶
長
古
活
字
本
を
も
と
に
論
語
の
古
本
七
種
を
対
校
さ
せ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
本
清
原
宣
賢
本
は
「
天
文
癸
巳
年
光
禄
大
夫
清
原
朝
臣
宣
賢
校
刊
」
の
本
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
考
証
学
者
・
蔵
書
家
で
知
ら
れ
る
屋
代
弘
賢
の
『
不
忍
文
庫
書
籍
目
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
本
）
の
「
経
書
」
の
項
目
に
「
南
宗
論
語
」
二
冊
が
記
載
さ
れ
い
る
。
弘
賢
は
「
天
文
版
論
語
」
初
版
本
の
所
蔵
者
で
も
あ
っ
た
（「
印
刷
の
歴
史
」
の
項
参
照
）
　
幕
臣
仙
石
政
和
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
「
天
文
版
論
語
」
の
翻
刻
本
で
あ
る
「
翻
刻
南
宗
論
語
」
を
刊
行
し
、
そ
の
中
に
「
南
宗
論
語
考
異
」
と
い
う
校
勘
記
を
作
成
し
た
。『
論
語
』
諸
本
と
の
校
勘
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
天
文
版
論
語
」
を
主
題
に
し
て
研
究
し
た
最
初
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
仙
石
の
父
政
寅
が
寛
政
九
年
六
月
堺
奉
行
に
な
り
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）、
そ
の
際
に
「
天
文
版
論
語
」
を
手
に
入
れ
た
（『
翻
刻
南
宗
論
語
』
跋
文
）
と
あ
り
、
そ
れ
が
翻
刻
・
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ら
し
い
。
　
江
戸
の
書
肆
松
沢
老
泉
は
『
経
籍
答
問
』
巻
下
で
、「
大
永
中
浅
井
野
ト
云
人
何
仁
二
候
哉
」
と
い
う
問
い
を
た
て
、
阿
佐
井
野
は
「
医
書
大
全
」「
天
文
版
論
語
」「
三
体
詩
明
応
版
」
の
出
版
を
し
た
「
書
物
好
キ
ノ
隠
君
子
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
跋
文
を
記
載
。「
天
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
文
版
論
語
」
を
阿
佐
井
野
版
の
一
つ
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
　
考
証
学
者
山
崎
美
成
は
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
『
文
教
温
故
』
巻
下
「
印
板
」
の
項
で
、
経
伝
の
印
刷
は
「
正
平
版
論
語
」
が
最
も
古
い
と
い
い
、「
こ
の
後
天
文
年
間
刻
す
る
と
こ
ろ
の
本
あ
り
」
と
し
て
「
天
文
版
論
語
」
の
宣
賢
跋
文
を
載
せ
、「
こ
れ
に
よ
れ
ば
此
本
も
ま
た
再
刻
な
る
を
知
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
跋
文
に
「
離 
丙
丁
厄 
而
灰
燼
矣
」
と
あ
る
「
東
京
魯
論
」
の
板
の
再
刻
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
南
宗
寺
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と
で
研
究
者
の
関
心
が
続
い
た
。
　
『
日
本
訪
書
志
』
の
著
者
楊
守
敬
は
光
緒
九
年
（
一
八
八
三
）
三
月
、
現
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
を
手
に
入
れ
て
、
そ
の
識
語
に
「
此
日
本
天
文
二
年
所 
刻
論
語
単
経
本
、
嘗
明
嘉
靖
十
二
年
、
余
嘗
校 
之
知 
其
所 
據
原
本
遠
出 
宋
本 
」「
流
傳
甚
少
、
山
井
鼎
作 
考
文 
時
亦
来
引 
之
、
至 
吉
宦
漢
 
作 
論
語
考
證 
始
載 
之
、
余
展
轉
購
得 
二
部 
帰
」
と
記
し
、
吉
田
漢
宦
が
始
め
て
「
天
文
版
論
（
マ
マ
）
語
」
を
紹
介
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
　
細
川
潤
次
郎
は
「
天
文
版
論
語
考
」
を
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
に
あ
ら
わ
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
細
川
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
南
宗
寺
で
版
木
を
見
、「
天
文
版
論
語
」
と
確
認
。
吉
田
篁
敦
以
来
の
研
究
史
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
清
原
宣
賢
、
阿
佐
井
野
氏
の
人
と
刊
行
事
業
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
自
家
の
古
抄
本
で
「
毎
巻
の
末
に
、
永
正
年
中
、
清
原
宣
賢
の
奥
書
」
の
あ
る
一
本
と
「
天
文
版
論
語
」
を
比
較
し
て
、
何
晏
の
序
文
は
相
同
、
毎
半
葉
七
行
一
四
字
も
同
じ
と
指
摘
。
し
か
し
細
川
蔵
の
宣
賢
奥
書
を
持
つ
古
抄
本
は
経
注
合
本
で
、天
文
本
の
よ
う
に
単
経
本
で
は
な
い
の
で
同
書
で
は
な
い
、「
且
本
文
に
も
多
く
異
同
あ
り
」と
校
勘
の
結
果
を
記
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
細
川
は
「
東
京
魯
論
」
と
い
う
文
で
、
宣
賢
跋
文
の
「
東
京
魯
論
」
の
東
京
が
「
古
之
左
京
」
を
指
す
と
『
和
訓
栞
』
を
挙
げ
て
指
摘
。「
東
京
再
考
」
で
は
文
明
年
中
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
記
』
に
よ
り
、
東
京
が
平
安
京
の
東
京
で
あ
る
こ
と
に
言
及
。「
書
天
文
版
論
語
後
」
で
は
「
天
文
版
論
語
」
の
出
版
は
『
医
書
大
全
』
の
刊
行
か
ら
四
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
か
ら
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
事
業
だ
と
い
っ
―　　―
て
い
る
  
。
　
清
の
書
誌
学
者
で
あ
る
葉
徳
輝
の
「
天
文
本
単
経
論
語
校
勘
記
」（
一
九
〇
二
）
は
、
黎
庶
昌
に
従
い
来
日
し
た
姚
子
梁
が
、
日
本
に
あ
る
『
論
語
』
で
「
正
平
本
」「
皇
疏
本
」
以
外
で
「
天
文
版
論
語
」
が
良
い
刻
本
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
を
う
け
て
、
そ
れ
を
確
認
し
よ
う
と
校
勘
記
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
七
）
刊
の
朝
倉
亀
三
『
日
本
古
刻
書
史
』
で
は
、「
阿
佐
井
野
家
の
開
版
・
南
宗
寺
論
語
」
の
項
に
、「
東
京
魯
論
」
一
〇
巻
の
版
木
が
南
宗
寺
に
あ
る
の
で
「
南
宗
寺
本
論
語
」
と
い
う
と
あ
り
、「
曾
て
無
名
氏
「
東
京
魯
論
」
に
識
し
て
曰
く
」
と
し
て
清
原
宣
賢
の
跋
文
以
外
の
「
五
畿
之
地
方
云
々
」
の
跋
文
（「
現
存
諸
本
」
の
項
参
照
）
を
載
せ
、『
泉
州
志
』
の
記
述
に
よ
り
な
が
ら
、
南
宗
寺
が
元
和
元
年
の
兵
火
に
罹
り
、
そ
れ
を
再
興
し
た
沢
庵
和
尚
の
以
後
に
版
木
が
南
宗
寺
の
も
の
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
。
　
林
泰
輔
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
刊
の
『
論
語
年
譜
附
録
』
で
、
著
者
旧
蔵
で
現
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
の
解
題
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
題
簽
に
「
東
京
魯
論
唐
歐
陽
詢
書
」
と
あ
る
の
は
、『
論
語
』
の
鄭
注
本
の
系
統
に
属
し
、
歐
陽
詢
の
書
と
称
す
る
『
論
語
』
の
搨
本
も
し
く
は
写
本
を
復
刻
し
た
も
の
。「
東
京
」
と
は
後
漢
の
伝
本
と
の
意
で
あ
る
。
し
か
し
「
今
こ
の
本
を

す
る
に
、
本
文
は
既
に
清
原
氏
の
鼠
改
を
經
、
文
字
も
亦

寫
雕
刻
の
際
そ
の
眞
を
失
ふ
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
そ
の
原
本
は
必
ず
し
も
歐
陽
詢
の
眞
蹟
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
し
」
と
書
い
て
い
る
。
　
川
瀬
一
馬
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
の
「
斯
文
」
中
の
「
正
平
本
論
語
攷
」
で
、「
正
平
版
論
語
」
の
双
跋
本
の
現
存
本
の
ほ
と
ん
ど
が
「
天
文
版
論
語
」
と
近
い
時
期
の
印
刷
で
あ
り
、
双
跋
本
の
版
木
は
間
も
な
く
佚
亡
し
た
。「
天
文
版
論
語
」
の
清
原
宣
賢
の
跋
に
「
東
京
魯
論
之
板
者
。
天
下
寳
也
、
雖 
然
離 
丙
丁
厄 
而
灰
燼
矣
」
と
あ
る
板
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
の
識
語
を
持
つ
東
洋
文
庫
蔵
双
跋
本
「
正
平
版
論
語
」
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
代
的
に
い
っ
て
双
跋
本
の
板
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
校
合
す
る
と
異
同
が
多
い
の
で
、
双
跋
本
を
用
い
、
東
洋
文
庫
蔵
清
原
宣
賢
本
を
参
酌
し
て
「
天
文
版
論
語
」
は
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
。
ま
た
川
瀬
は
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
諸
本
の
分
類
方
法
も
提
示
し
、
無
注
の
単
経
本
で
あ
る
理
由
を
費
用
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
　
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
一
月
刊
の
長
田
富
作
『
正
平
版
論
語
源
流
考
』
で
は
、「
天
文
版
論
語
」
を
「
正
平
版
論
語
」
の
校
勘
の
た
め
の
一
本
に
用
い
、
宣
賢
の
跋
文
に
よ
れ
ば
「
天
文
版
論
語
は
所
謂
累
葉
の
的
本
を
得
て
上
梓
し
た
」
の
で
あ
る
か
ら
、「
天
文
版
論
語
」
を
清
家
の
家
本
の
一
つ
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
。
こ
の
考
え
は
吉
田
篁
敦
（
漢
宦
）
が
「
天
文
版
論
語
」
を
「
宣
賢
本
」
と
し
た
の
に
通
じ
よ
う
。
　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
始
め
ま
で
の
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、「
東
京
魯
論
」、「
南
宗
論
語
」
と
い
っ
た
呼
称
の
問
題
、
版
木
の
伝
来
に
つ
い
て
、「
阿
佐
井
野
版
」
の
一
種
で
あ
る
こ
と
、
宣
賢
が
阿
佐
井
野
に
付
与
し
た
家
本
の
想
定
と
い
っ
た
、
現
在
「
天
文
版
論
語
」
に
関
し
て
知
ら
れ
て
い
る
書
誌
学
的
問
題
は
出
尽
く
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
江
戸
時
代
の
書
誌
学
者
は
「
天
文
版
論
語
」
の
存
在
を
「
正
平
版
論
語
」
に
つ
ぐ
室
町
期
の
刊
本
と
し
て
存
在
を
認
識
し
て
い
た
が
、
本
格
的
に
研
究
し
た
と
は
い
え
な
い
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
細
川
潤
次
郎
「
天
文
版
論
語
考
」
が
唯
一
の
「
天
文
版
論
語
」
を
主
題
に
し
た
論
文
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
底
本
に
つ
い
て
　
「
天
文
版
論
語
」
は
清
原
宣
賢
が
阿
佐
井
野
氏
に
「
塁
葉
的
本
」
を
付
与
し
て
印
刷
さ
れ
た
。
そ
の
清
原
氏
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
て
「
天
文
版
論
語
」
の
底
本
と
な
っ
た
本
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
の
は
誰
し
も
関
心
の
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
　
「
天
文
版
論
語
」
の
校
勘
記
で
代
表
的
な
も
の
に
前
述
の
二
種
が
あ
る
。
仙
石
政
和
は
『
翻
刻
南
宗
論
語
』
中
に
「
南
宗
論
語
考
異
」
を
作
成
し
た
が
、
そ
れ
は
「
清
原
所 
附
阿
佐
井
野 
今
何
本
乎
」（「
跋
語
」）
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
愽
陸
本
、

本
、
皇
本
、
正
平
本
、
一
本
、
何
本
、
石
経
、
鄭
本
、
張
包
周
本
、
魯
論
、
韓
氏
筆
解
、
朱
本
、
蜀
石
経
、
唐
石
経
、
内
府
―　　―
本
、
福
本
の
諸
本
と
の
校
勘
記
を
遺
し
た
が
、
結
局
「
所
謂
累
葉
的
本
」
は
「
不 
可 
悉
得 
」
と
か
、
諸
本
間
に
「
頗
互
有 
出
入 
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
　
清
の
書
誌
学
者
で
あ
る
葉
徳
輝
は
、
光
緒
二
八
年
（
一
九
〇
二
）
刊
の
「
天
文
本
単
経
論
語
校
勘
記
」
で
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
『
論
語
』
に
「
正
平
集
解
本
」
と
「
皇
侃
義
疏
本
」
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。「
天
文
版
論
語
」
も
良
い
本
と
聞
い
た
が
こ
の
本
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
、
と
い
う
関
心
か
ら
、
古
本
（
七
経
孟
子
考
文
所
引
）、
足
利
本
（
七
経
孟
子
考
文
所
引
）、
一
本
（
七
経
孟
子
考
文
所
引
）、
二
本
（
七
経
孟
子
考
文
所
引
）、
三
本
（
七
経
孟
子
考
文
所
引
）、
皇
疏
本
、
正
平
本
、
津
藩
有
造
館
本
（
黎
刻
正
平
本
札
記
所
引
）、
唐
本
（
傳
懋
元
観
察
重
刻
唐
巻
子
本
）
と
い
っ
た
『
論
語
』
諸
本
と
の
「
三
百
余
事
」
に
つ
い
て
の
校
勘
記
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
「
是
知
此
本
源
出
之
本
必
不 
甚
古 
」
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い
る
。
中
国
宋
時
代
以
前
の
本
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
　
以
上
の
二
種
の
校
勘
記
に
は
清
原
氏
の
伝
本
が
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
天
文
版
論
語
」
刊
行
に
使
用
さ
れ
た
清
家
の
「
塁
葉
的
本
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
充
分
な
方
法
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
現
代
の
日
本
書
誌
学
の
泰
斗
川
瀬
一
馬
は
「
正
平
本
論
語
攷
」
で
、
先
述
の
ご
と
く
（「
研
究
の
歴
史
」
参
照
）、「
天
文
版
論
語
」
は
「
正
平
版
論
語
」
の
双
跋
本
を
用
い
、
清
原
宣
賢
の
伝
本
を
参
酌
し
て
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
　
そ
の
論
拠
の
一
つ
に
、「
正
平
版
論
語
」
双
跋
本
の
「
巻
第
四　
述
而
第
七　
陳
司
敗
問
」
の
章
で
、「
君
子
亦
党
乎
」
の
文
字
が
加
わ
る
事
に
よ
っ
て
、
五
行
分
が
初
刻
本
な
ど
の
一
三
字
詰
よ
り
多
い
一
四
字
に
な
っ
て
い
る
ご
と
く
、「
天
文
版
論
語
」
の
該
当
個
所
（
二
七
丁
ウ
三
―
七
行
）
も
本
来
の
一
四
字
よ
り
多
い
一
五
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
ち
な
み
に
「
天
文
版
論
語
」
に
は
、
本
来
の
一
行
一
四
字
よ
り
一
字
多
い
一
五
字
の
個
所
は
他
に
も
あ
る
。
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
学
而
第
一　
　
　
四
丁
ウ
一
行
目
季
氏
第
十
六　
六
八
丁
ウ
七
行
目
季
氏
第
十
六　
七
〇
丁
ウ
三
―
四
行
目
季
氏
第
十
六　
七
一
丁
ウ
三
行
目
の
四
箇
所
五
行
分
で
あ
る
。
ま
た
一
三
字
の
箇
所
が
六
行
分
あ
る
  
。
　
川
瀬
は
清
原
宣
賢
の
伝
本
を
「
天
文
版
論
語
」
の
底
本
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
が
、
清
原
宣
賢
が
阿
佐
井
野
に
与
え
た
「
累
葉
的
本
」
と
は
、
清
家
で
代
々
書
写
・
研
究
さ
れ
て
き
た
抄
本
中
の
一
本
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
  
。
清
家
に
は
「
数
多
家
本
」
が
あ
っ
た
が
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
論
語
』
の
清
家
伝
本
に
は
、
清
家
証
本
の
最
古
で
あ
る
「
教
隆
本
」
の
ほ
か
に
、「
頼
元
本
」、「
宣
賢
本
」
と
い
っ
た
系
統
の
本
が
あ
る
  
。
　
そ
こ
で
小
論
で
は
現
存
の
清
家
本
『
論
語
』
の
「
宣
賢
本
」
系
統
の
一
本
で
あ
る
東
洋
文
庫
蔵
本
（
以
下
こ
の
本
を
「
宣
賢
本
」
と
略
称
）
を
取
り
上
げ
て
、「
天
文
版
論
語
」
本
文
と
の
関
係
の
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。
こ
の
本
は
　
論
語
集
解　
一
〇
巻　
写
本　
五
冊
　
　
大
き
さ
二
〇
・
八
×
一
七
・
四
糎
。
四
周
単
辺
。
有
界
、
毎
半
葉
七
行
一
四
字
と
毎
半
葉
の
行
数
字
数
は
「
天
文
版
論
語
」
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
が
魏
何
晏
集
解
本
の
注
付
き
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
天
文
版
」
は
毎
編
に
何
晏
集
解
の
語
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
無
注
の
単
経
本
で
あ
り
、
毎
半
葉
の
行
数
字
数
が
同
じ
で
も
字
配
り
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
は
同
じ
で
は
な
い
。
こ
の
「
宣
賢
本
」
は
清
原
宣
賢
の
原
本
を
孫
の
清
原
枝
賢
（
一
五
二
〇
―
一
五
九
〇
）
が
写
し
た
可
能
性
が
高
い
本
で
、
ヲ
コ
ト
点
・
送
仮
名
・
返
点
な
ど
の
加
点
が
な
さ
れ
て
お
り
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
と
、
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
の
宣
賢
の
本
奥
書
を
も
っ
て
い
る
  
。
そ
の
永
正
一
七
年
の
宣
賢
奥
書
中
に
は
―　　―
　
文
字
増
減
年
来
不
審
、
以 
数
多
家
本 
雖 
令 
校
合 
共
不
一
□
、
爰
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非 
一
、
但
古
本
之
体
法
今
非 
可 
改
易 
仍
脇
注 
之
両
存
焉
と
あ
る
。
清
家
の
数
多
の
家
蔵
本
は
、
本
文
の
多
少
の
点
で
校
合
し
て
も
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
本
は
唐
本
と
の
校
合
に
よ
る
校
合
脇
注
を
も
っ
た
本
で
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、「
天
文
版
論
語
」「
宣
賢
本
」
の
序
と
本
文
を
、
仙
石
政
和
が
「
南
宗
論
語
考
異
」
で
取
り
上
げ
た
六
〇
六
箇
所
に
つ
い
て
校
合
を
し
て
異
同
を
調
べ
て
み
た
。
そ
れ
が
左
表
に
あ
る
と
お
り
だ
が
、
そ
の
際
比
較
の
た
め
に
「
考
異
」
の
「
正
平
本
」（
無
跋
本
  
）
の
異
同
数
も
載
せ
た
。
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
編　
名
序学
而
第
一
為
政
第
二
八

第
三
里
仁
第
四
公
冶
長
第
五
雍
也
第
六
述
而
第
七
泰
伯
第
八
子
罕
第
九
異　
　
同　
　
数
宣
賢
本
　
　
二
（
〇
）
　
　
五
（
〇
）
　
　
四
（
三
）
　
　
八
（
八
）
　
　
二
（
二
）
　
　
二
（
〇
）
　
　
一
（
一
）
　
　
四
（
〇
）
　
　
三
（
一
）
　
　
四
（
三
）
正
平
本
　
　
　
　
四
　
　
　
　
六
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
二
　
　
　
一
三
　
　
　
一
五
　
　
　
　
四
　
　
　
一
四
　
　
　
　
三
　
　
　
　
九
郷
党
第
十
先
進
第
十
一
顔
淵
第
十
二
子
路
第
十
三
憲
問
第
十
四
衛
霊
公
第
十
五
季
氏
第
十
六
陽
貨
第
十
七
微
子
第
十
八
子
張
第
十
九
堯
曰
第
二
十
　
　
七
（
三
）
　
　
三
（
三
）
一
五
（
一
三
）
　
　
六
（
五
）
　
　
五
（
四
）
　
一
〇
（
八
）
　
　
三
（
二
）
　
　
八
（
五
）
　
　
四
（
四
）
　
　
六
（
四
）
　
　
〇
（
〇
）
一
〇
一
（
六
九
）
　
　
　
　
四
　
　
　
一
七
　
　
　
　
八
　
　
　
　
五
　
　
　
一
九
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
九
　
　
　
二
三
　
　
　
一
三
　
　
　
一
一
　
　
　
　
一
　
　
一
九
〇
　
「
宣
賢
本
」
と
「
天
文
版
論
語
」
が
異
同
す
る
の
は
全
体
で
一
〇
一
箇
所
で
あ
る
。「
宣
賢
本
」
の
校
異
の
脇
注
部
分
を
含
め
て
考
え
て
、
脇
注
部
分
が
「
天
文
版
」
と
一
致
し
て
い
る
箇
所
を
異
同
箇
所
に
加
え
な
い
と
、
異
同
数
は
六
九
に
な
る
（（　
）
内
の
数
字
）。
も
し
「
天
文
版
」
と
「
宣
賢
本
」
の
全
体
の
異
同
数
を
六
九
と
考
え
る
と
、
全
二
〇
編
の
平
均
は
各
編
三
を
少
し
超
え
る
程
度
で
あ
り
、
事
実
一
三
編
と
、
半
分
以
上
が
三
箇
所
以
下
し
か
異
同
が
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
正
平
本
」
は
「
天
文
版
」
と
全
体
で
一
九
〇
箇
所
違
っ
て
お
り
、
異
同
が
三
箇
所
以
下
の
編
は
わ
ず
か
四
編
で
あ
る
。
こ
の
数
字
を
み
て
判
断
す
れ
ば
、「
宣
賢
本
」
が
「
正
平
本
」
よ
り
「
天
文
版
論
語
」
の
本
文
に
近
い
と
い
え
る
。
　
次
に
具
体
例
と
し
て
「
学
而
第
一
」
編
の
異
同
箇
所
を
み
る
と
上
表
の
よ
う
に
な
る
。
　
「
宣
賢
本
」
と
「
天
文
版
」
と
の
異
同
は
五
箇
所
、「
正
平
本
」
と
の
違
い
は
六
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
、「
宣
賢
本
」
は
宣
賢
奥
書
に
あ
る
ご
と
く
異
本
校
合
に
よ
る
脇
注
を
も
っ
た
本
で
あ
る
。「
学
而
第
一
」
編
の
場
合
、「
天
文
版
」
と
「
宣
賢
本
」
の
本
文
の
異
同
は
弟
・
悌
、（
ナ
シ
）・
為
、
道
・
導
、
弟
・
悌
、（
ナ
シ
）・
之
の
五
箇
所
に
あ
る
が
、「
宣
賢
本
」
の
校
合
の
脇
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
弟
、（
ナ
シ
）、
道
、
弟
、（
ナ
シ
）
と
「
天
文
版
」
と
同
じ
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
正
し
い
と
判
断
し
て
採
用
す
れ
ば
「
天
文
版
」
と
「
宣
賢
本
」
の
異
同
数
は
〇
に
な
る
。
　
阿
佐
井
野
が
清
原
宣
賢
か
ら
清
家
の
「
塁
葉
的
本
」
を
付
与
さ
れ
て
「
天
文
版
論
語
」
の
本
文
を
作
成
し
た
と
き
の
姿
勢
は
、
清
家
の
抄
本
の
本
文
を
無
批
判
に
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
宣
賢
か
ら
付
与
さ
れ
た
本
が
現
東
洋
文
庫
蔵
の
「
宣
賢
本
」
の
よ
う
な
校
合
に
よ
る
異
同
を
し
め
す
脇
注
付
き
の
抄
本
で
―　　―
三
丁
オ
二
三
丁
オ
四
三
丁
オ
七
三
丁
ウ
二
三
丁
ウ
三
三
丁
ウ
五
四
丁
オ
一
四
丁
オ
一
天
文
版
亦
説○
孝
弟○

其
仁
○

交
而
○

道
千
○則
弟○

求
也
○
人
之○
宣
賢
本
亦
説
孝
悌
（
弟
）
其
為
仁
（
ナ
シ
）
交
而
導
千
（
道
）
則
悌
（
弟
）
求
之
也
（
ナ
シ
）
人
之
（
ナ
シ
）
正
平
本
亦
悦
孝
悌
其
仁
交
言
而
導
千
則
悌
求
也
人
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
検
討
し
判
断
し
て
時
に
は
脇
注
を
正
し
い
と
し
て
取
り
入
れ
て
、
版
下
に
な
る
本
文
を
作
成
し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
五
年
前
の
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
七
月
の
『
医
書
大
全
』
刊
行
の
時
に
は
、「
令 
就
 
諸
家
考
本 
方
以
正
」（
月
舟
寿
桂
刊
語
）
と
明
本
の
誤
謬
を
諸
家
の
本
で
正
し
た
上
で
出
版
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
  
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
阿
佐
井
野
は
現
東
洋
文
庫
蔵
の
「
宣
賢
本
」
の
よ
う
な
抄
本
を
底
本
に
し
て
批
判
的
に
検
討
し
て
版
下
本
文
を
作
成
し
、「
天
文
版
論
語
」
を
刊
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
校
異
部
分
を
含
め
て
数
え
た
全
体
の
異
同
数
六
九
の
う
ち
八
以
上
あ
る
編
が
、「
八

第
三
」（
八
）、「
顔
淵
第
十
二
」（
一
三
）、「
衛
霊
公
第
十
五
」（
八
）
と
三
編
あ
る
。
ま
た
「
正
平
本
」
の
方
が
「
宣
賢
本
」
よ
り
異
同
数
の
少
な
い
編
が
「
為
政
第
二
」、「
八

第
三
」
の
二
編
あ
る
。
　
最
も
異
同
数
の
多
い
「
顔
淵
第
十
二
」
の
場
合
、「
天
文
版
」
と
「
宣
賢
本
」
の
本
文
の
一
三
箇
所
の
違
い
は
、

・

、
飢
・
饑
、
尚
・
上
、

・
郷
、
導
・
道
、
い
っ
た
字
の
違
い
が
五
箇
所
、
之
・
也
・
矣
・
母
・
無
・
於
・
可
と
い
っ
た
助
辞
の
有
無
や
字
の
違
い
八
箇
所
で
あ
る
。「
顔
淵
第
十
二
」
編
の
場
合
は
脇
注
を
考
慮
し
て
も
こ
れ
だ
け
の
異
同
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
編
に
関
し
て
は
、「
宣
賢
本
」
が
「
天
文
版
論
語
」
の
底
本
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
宣
賢
本
」
が
そ
の
ま
ま
「
天
文
版
論
語
」
の
底
本
に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、「
天
文
版
」
と
「
宣
賢
本
」
を
比
較
校
合
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
二
〇
編
の
内
一
三
編
と
い
う
半
分
以
上
が
三
箇
所
以
下
の
異
同
し
か
無
い
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
阿
佐
井
野
は
清
原
宣
賢
か
ら
、
現
東
洋
文
庫
蔵
の
「
宣
賢
本
」
の
よ
う
な
、
代
々
研
究
さ
れ
訓
点
を
付
さ
れ
校
合
さ
れ
た
抄
本
で
あ
る
清
家
の
伝
本
を
「
塁
葉
的
本
」
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
底
本
に
し
て
阿
佐
井
野
が
批
判
的
に
検
討
し
て
版
下
に
な
る
本
文
を
作
成
し
、
出
版
し
た
の
が
「
天
文
版
論
語
」
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
現
存
諸
本
　
「
天
文
版
論
語
」
の
諸
本
は
、
使
用
さ
れ
た
版
木
を
基
準
に
す
る
と
、
江
戸
時
代
に
南
宗
寺
に
収
蔵
さ
れ
た
版
木
で
印
刷
さ
れ
た
本
、
あ
る
い
は
そ
の
版
木
を
も
と
に
印
刷
さ
れ
た
本
と
、
仙
石
政
和
が
翻
刻
の
た
め
に
作
っ
た
新
た
な
版
木
で
印
刷
さ
れ
た
本
に
分
け
ら
れ
る
。
現
存
諸
本
の
整
版
本
は
江
戸
期
刷
り
の
本
が
多
い
が
、
明
治
・
大
正
時
代
に
刷
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
本
も
あ
る
。
　
室
町
期
か
ら
昭
和
期
ま
で
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
刷
ら
れ
た
本
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
も
っ
た
本
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
①
何
晏
序
・
本
文
・
宣
賢
跋
の
構
成
本
②
宣
賢
序
・
何
晏
序
・
本
文
・
五
幾
之
地
方
云
々
の
跋
の
構
成
本
③
宣
賢
序
・
何
晏
序
・
本
文
の
構
成
本
④
仙
石
政
和
翻
刻
本
⑤
欧
陽
修
真
書
無
点
論
語
の
題
簽
を
持
つ
一
冊
本
⑥
大
正
五
年
八
月
刷
本
④
以
外
の
何
晏
序
・
本
文
・
宣
賢
跋
文
を
含
む
本
は
、
南
宗
寺
旧
蔵
の
版
木
に
も
と
づ
い
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
①
何
晏
序
・
本
文
・
宣
賢
跋
の
構
成
本
　
こ
の
構
成
本
が
天
文
二
年
の
初
版
の
形
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
述
の
初
版
本
を
含
む
室
町
期
の
刷
本
三
本
（「
印
刷
の
歴
史
」
の
項
参
照
）
は
い
ず
れ
も
こ
の
構
成
で
あ
る
。
だ
が
、
現
存
本
の
多
く
は
江
戸
期
の
刷
本
で
あ
り
、
一
冊
本
、
二
冊
本
、
表
紙
、
題
僉
、
綴
じ
方
な
ど
装
訂
が
ま
ち
ま
ち
で
印
刷
時
期
も
異
な
っ
て
い
る
。
―　　―
　
こ
の
構
成
本
の
現
存
諸
本
は
他
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
○
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
こ
げ
茶
色
表
紙
。
書
題
簽
。
康
煕
綴
）、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（「
大
寧
全
忠
」
の
署
名
入
り
。
室
町
期
刷
本
か
。
神
田
喜
一
郎
旧
蔵
）、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本　
一
冊
（
は
な
だ
色
表
紙
。
書
題
簽
。
料
紙
は
薄
い
黄
色
。
巻
五
ま
で
の
三
九
丁
分
の
み
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
う
す
茶
色
表
紙
）、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
本　
一
冊
（
合
冊
）（「
律
庵
清
賞
」「
界
府
龍
興
山
南
宗
寺
蔵
什
」
の
印
記
あ
り
。
三
井
家
旧
蔵
。
朱
墨
点
入
り
）、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
斯
道
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
書
題
簽
。
改
装
本
）、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本　
一
冊
（「
昌
平
坂
学
問
所
」「
浅
草
文
庫
」「
文
政
乙
卯
」
の
諸
印
記
あ
り
。
書
題
簽
。
こ
げ
茶
色
表
紙
）、
神
宮
文
庫
蔵
本　
二
冊
（「
林
崎
文
庫
」
印
。
江
戸
初
期
刷
本
か
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
こ
げ
茶
色
表
紙
。
題
簽
な
し
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊
（「
読
杜
艸
堂
」
印
。
題
簽
な
し
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
下
巻
の
初
め
四
〇
か
ら
四
八
丁
を
上
巻
末
に
綴
じ
込
ん
だ
本
）、
天
理
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
う
す
茶
色
表
紙
。
題
簽
な
し
）、
天
理
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
朱
点
入
り
。「
西
荘
文
庫
」「
桂
窓
」
の
印
記
あ
り
。
は
な
だ
色
表
紙
。
題
簽
な
し
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
合
冊
）（
南
葵
文
庫
、
島
田
篁
村
旧
蔵
。
う
す
い
朱
色
表
紙
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
書
題
簽
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
刷
題
簽
「
東
京
魯
論　
唐
歐
陽
詢
書
」。
う
ぐ
い
す
色
表
紙
）
（
未
見
本
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本　
二
冊
、
光
藤
珠
夫
氏
蔵
本
（
和
島
芳
男
「
清
家
の
点
本
と
そ
の
家
学
（
下
）」（「
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
」
昭
和
三
八
年
六
月
に
よ
る
）、
安
田
文
庫
旧
蔵
本
（
加
藤
千
蔭
、
柴
野
栗
山
旧
蔵
。
斯
文
会
編
刊
『
論
語
秘
本
影
譜
』
昭
和
一
〇
年
に
よ
る
）、
和
田
維
四
郎
『
訪
書
余
録
』
所
収
本
（
大
正
七
年
刊
。
臨
川
書
店
一
九
七
八
年
刊
本
に
よ
る
）
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
②
宣
賢
序
・
何
晏
序
・
本
文
・
五
幾
之
地
方
云
々
の
跋
の
構
成
本
　
①
の
清
原
宣
賢
の
跋
文
が
巻
首
に
置
か
れ
て
序
の
扱
い
と
な
り
、
本
文
の
後
に
新
た
な
跋
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
構
成
の
本
は
題
簽
「
東
京
魯
論　
唐
歐
陽
詢
書
」
を
持
ち
、「
界
府
龍
興
山
南
宗
寺
蔵
什
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
一
定
の
時
期
に
南
宗
寺
で
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
跋
文
で
阿
佐
井
野
に
つ
い
て
末
裔
を
知
ら
な
い
と
い
っ
て
お
り
、
阿
佐
井
野
氏
は
江
戸
時
代
初
期
に
は
活
躍
し
て
い
た
か
ら
  
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
　
五
畿
之
地
方
云
々
の
跋
と
は
　
五
畿
之
地
方
、
有 
沿
海
之
利 
者
、
泉
攝
二
州
、
而
勝
國
之
時
、
泉
人
之
商
舶
資 
勘
合 
以
交
易 
西
土
諸
蕃 
不 
獨
財
貨

帛 
而
文
墨
遺
愛
亦
有 
其
餘
波 
也
、
南
宗
禅
刹
東
京
魯
論
鏤
板
八
十
七
面
、
傳
云
、
唐
人
歐
陽
率
更
榻
本
之
文
、
先
輩
得
以
模
臨
、
其
字
畫
明
整
、
最
可 
奇
観 
思 
其
或
然
、
且
清
博
士
宣
賢
朝
臣
所
記
阿
佐
井
野
者
、
名
宗
瑞
、
當
時
府
人
之
巨
擘
、
曾
大
永
中
所 
家
刻 
醫
書
大
全
等 
今
尚
存 
世
矣
、
如 
其
貫
裔 
則

々
年
紀
不 
可 
復
知 
也
、
如 
此
板
之
存
在 
於
南
刹 
其
起
由
亦
無 
明
據 
大
抵
慶
元
之
際
爲 
寺
什 
云
者
、
山
侶
及
府
人
之
口
碑
、
可 
以
認 
焉
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
唐
歐
陽
詢
の
本
を
先
輩
が
臨
模
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
、
宣
賢
に
『
論
語
』
出
版
を
勧
め
た
の
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
で
あ
る
こ
と
、
八
七
面
の
版
木
は
慶
長
元
和
の
大
坂
の
陣
の
時
に
南
宗
寺
の
什
物
に
な
っ
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
○
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
こ
げ
茶
色
表
紙
。
河
本
立
軒
旧
蔵
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本　
二
冊
（
丹
表
紙
。
毛
利
高
標
旧
蔵
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
丹
表
紙
。
渋
江
抽
斎
旧
蔵
）
―　　―
③
宣
賢
跋
・
何
晏
序
・
本
文
の
構
成
本
　
こ
の
構
成
の
本
を
川
瀬
一
馬
は
、
前
書
②
の
巻
末
の
「
五
畿
之
地
方
云
々
」
の
跋
一
葉
を
除
去
し
た
本
と
し
て
い
る
（「
正
平
本
論
語
攷
」）。
②
と
共
通
し
て
い
る
の
は
題
簽
「
東
京
魯
論　
唐
歐
陽
詢
書
」
を
も
っ
て
お
り
、
原
装
本
は
丹
表
紙
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
表
紙
に
は
雷
文
、
繋
ぎ
桐
花
文
様
の
浮
き
出
し
紋
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
②
同
様
江
戸
時
代
の
一
定
の
時
期
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
○
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
根
本
通
明
旧
蔵
）、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
上
巻
に
罫
線
の
入
っ
た
遊
紙
を
も
つ
改
装
本
。
小
汀
利
得
旧
蔵
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
書
題
簽
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本　
二
冊
（
題
簽
は
「
文
明
板
論
語
」
と
墨
書
。
奈
須
常
徳
旧
蔵
）、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
林
文
庫
。
磯
淳
旧
蔵
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
合
冊
）（
青
州
文
庫
。『
経
籍
訪
古
志
』
所
蔵
旧
本
。
書
題
簽
）、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本　
二
冊
（
楊
守
敬
光
緒
癸
巳
三
月
識
語
入
り
。
改
装
本
）、
東
洋
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
未
見
本
）
石
井
積
翠
軒
文
庫
所
収
本　
二
冊
（
神
田
孝
平
旧
蔵
。『
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目
』
積
翠
軒
文
庫
、
一
九
四
二
年
刊
に
よ
る
）、
故
宮
博
物
院
蔵
楊
氏
観
海
堂
蔵
本　
二
冊
（
阿
部
隆
一
「
故
宮
博
物
院
蔵
楊
氏
観
海
堂
善
本
解
題
」「
斯
道
文
庫
論
集
」
昭
和
四
六
年
一
二
月
に
よ
る
。
以
下
二
点
も
同
）、
同
上　
二
冊
（「
読
杜
艸
堂
」
の
印
他
あ
り
）、
同
上　
二
冊
（「
根
岸
氏
図
書
記
」
の
印
あ
り
）
④
仙
石
政
和
翻
刻
本
　
仙
石
政
和
が
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
五
月
に
刊
行
し
た
上
下
二
巻
二
冊
の
翻
刻
本
で
あ
る
。
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
　
題
簽
は
「
翻
刻　
南
宗
論
語
」。
見
返
し
に
「
泉
南
南
宗
論
語
」
伍
梅
園
蔵
版
」
と
あ
る
。
原
装
は
丹
表
紙
。
構
成
は
上
巻
「
大
蔵
譲
與
序
（
文
化
八
年
九
月
）・
何
晏
序
・
本
文
巻
一
―
五
」。
下
巻
「
本
文
巻
六
―
一
〇
・
宣
賢
跋
・
南
宗
論
語
考
異
・
仙
石
政
和
跋
（
文
化
八
年
五
月
）」
と
な
っ
て
い
る
。
○
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本　
二
冊
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
な
し
。「
昌
平
坂
学
問
所
」「
浅
草
文
庫
」
の
印
記
あ
り
）、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本　
二
冊
（「
太
政
官
文
庫
」
の
印
記
あ
り
）、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
、
題
簽
な
し
）、
神
宮
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
な
し
）、
神
宮
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
な
し
）、
神
宮
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
な
し
。
磯
淳
旧
蔵
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
な
し
。
文
政
八
年
正
月
二
六
日
江
戸
加
藤
氏
学
の
識
語
あ
り
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本　
二
冊
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
見
返
し
な
し
）、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本　
二
冊
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
井
上
文
庫
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
青
淵
論
語
文
庫
。
見
返
し
な
し
）、
無
窮
会
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
合
冊
）（
真
軒
先
生
旧
蔵
書
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
杉
原
心
斎
旧
蔵
）
⑤
欧
陽
修
真
書
無
点
論
語
の
題
簽
を
持
つ
一
冊
本
　
構
成
は
①
同
様
で
「
何
晏
序
・
本
文
・
宣
賢
跋
」
の
一
冊
本
で
あ
る
。
　
題
簽
は
「
無
　
論
語　
全
」。
見
開
き
に
「
歐
陽
修
真
書
」
無
　
論
語
」
泉
堺
南
宗
寺
蔵
版
「
南
宗
寺
印
」（
朱
印
）」
と
あ
る
。
　
前
記
細
川
潤
次
郎
「
天
文
版
論
語
考
」
に
、
明
治
二
七
年
の
事
と
し
て
「
此
度
の
印
本
は
、
合
せ
て
一
冊
と
な
せ
り
、
且
標
題
と
包
紙
と
は
此
度
寺
僧
が
新
に
工
に
命
じ
て
刻
す
る
所
に
し
て
、
歐
陽
修
真
書
の
字
を
加
え
た
る
は
、
寺
宝
目
録
に
拠
れ
る
者
な
り
と
雖
、
少
し
も
信
ず
る
に
足
ら
ず
」
と
あ
る
本
と
考
え
ら
れ
る
。
―　　―
〇
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
現
状
は
全
丁
に
合
紙
を
入
れ
た
状
態
で
造
本
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
南
葵
文
庫
、
島
田
篁
村
旧
蔵
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
一
冊
（
南
葵
文
庫
旧
蔵
）、
麗
澤
大
学
広
池
博
士
記
念
文
庫
蔵
本　
一
冊
（
朱
印
な
し
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
一
冊
⑥
大
正
五
年
八
月
刷
本
　
当
時
の
南
宗
寺
住
職
梅
山
玄
秀
が
刊
行
し
た
上
下
二
巻
の
二
冊
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
附
録
一
巻
一
冊
が
付
い
て
い
る
。
　
黒
色
表
紙
、
康
煕
綴
、
題
簽
「
天
文
板
論
語
」
内
題
「
天
文
板
論
語　
堺
南
宗
寺
蔵
板
」
　
上
巻
見
返
し
に
「
龍
興
開
山
國
師
三
百
五
十
年
大
徳
諱
紀
念
（
朱
印
）」
第
○
○
○
號
（
墨
書
）」
南
宗
禅
寺
章
（
朱
印
）」
と
あ
る
の
が
大
方
で
あ
る
が
、
無
番
号
・
無
印
の
本
も
あ
る
。
　
構
成
は
上
巻
「
内
藤
虎
序
（
大
正
五
年
七
月
）・
何
晏
序
・
本
文
巻
一
―
五
」
下
巻
「
本
文
巻
六
―
一
〇
・
宣
賢
跋
・
土
屋
弘
跋
（
大
正
五
年
三
月
）・
刊
記
」
で
あ
る
。
　
刊
記
は
「
大
正
五
年
八
月
三
十
日
発
行
」
編
集
兼
発
行
者　
梅
山
玄
秀
」
印
刷
者　
山
田
常
蔵
」
発
行
所　
南
宗
寺
」
　
ま
た
附
録
一
巻
一
冊
の
外
題
は
「
南
宗
論
語
考
異
」。
見
返
し
は
「
清
原
宣
賢
傳
本
」
仙
石
政
和
考
異
附
」
泉
南
南
宗
論
語
」
　
構
成
は
「
大
蔵
譲
與
翻
刻
古
本
論
語
序
（
文
化
八
年
九
月
）・
南
宗
論
語
考
異
・
仙
石
政
和
跋
語
（
文
化
八
年
五
月
）・
細
川
潤
次
郎
天
文
版
論
語
考
・
刊
記
」
で
あ
る
。
刊
記
は
本
文
と
同
内
容
で
あ
る
。
　
ま
た
刊
行
に
際
し
て
は
「
天
文
版
論
語
刊
行
の
趣
旨
」「
新
摺
古
版
南
宗
論
語
に
就
き
て
大
方
の
同
情
を
乞
ふ
」
の
二
種
の
趣
意
書
（
各
一
枚
）
が
発
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
　
「
天
文
版
論
語
刊
行
の
趣
旨　
大
正
五
年
八
月　
堺
市　
南
宗
寺
執
事
」
の
「
天
文
版
論
語
贈
呈
の
略
則
」
六
則
の
う
ち
四
則
は
一　
天
文
版
論
語
の
印
刷
は
壱
千
部
と
す
一　
印
刷
終
了
後
は
大
阪
図
書
館
に
保
管
を
託
す
る
も
の
と
す
依
て
今
次
の
印
刷
は
殆
ん
ど
最
終
の
出
版
と
知
ら
れ
た
し
一　
金
拾
円
以
上
遠
忌
費
御
寄
付
の
篤
志
者
に
対
し
壱
部
宛
贈
呈
す
る
も
の
と
す
一　
当
山
別
に
配
本
の
台
帳
を
備
へ
置
き
寄
付
金
額
及
寄
付
者
の
芳
名
並
住
所
番
地
を
明
記
し
其
上
に
送
本
の
番
号
を
記
入
し
記
念
の
割
印
を
捺
印
し
寄
付
者
の
芳
名
を
後
世
永
久
に
徴
象
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
一
千
部
刷
ら
れ
た
こ
と
。
寄
付
者
に
一
部
贈
呈
し
そ
の
送
本
番
号
を
記
録
し
て
お
い
た
こ
と
。
こ
の
事
業
が
終
わ
れ
ば
「
大
阪
図
書
館
」（
現
「
大
阪
府
立
図
書
館
」）
に
版
木
を
移
管
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
ま
た
「
新
摺
古
版
南
宗
論
語
に
就
き
て
大
方
の
同
情
を
乞
ふ　
大
正
五
年
十
一
月　
日
」
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
市
島
謙
吉
ほ
か
四
名
の
連
名
で
「
金
拾
円
喜
捨
さ
れ
た
方
に
贈
本
」
す
る
と
あ
り
、
申
込
所
は
「
東
京
小
石
川
加
藤
別
邸
内　
南
宗
寺
出
張
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
大
正
五
年
八
月
刷
本
」
は
初
版
本
と
本
文
・
跋
の
字
句
は
全
く
同
じ
、
字
形
も
同
じ
だ
が
、
千
部
刷
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
整
版
で
は
な
く
、
例
え
ば
石
印
版
の
よ
う
な
印
刷
方
法
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
油
の
し
み
と
思
わ
れ
る
形
跡
が
各
所
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
増
刷
が
な
さ
れ
て
、
無
番
号
・
無
印
の
本
が
現
存
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
○
大
阪
府
立
岸
和
田
高
等
学
校
蔵
本　
三
冊
（
第
九
号
）、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
二
三
八
号
）、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
番
号
な
し
。
刊
記
に
朱
印
あ
り
）、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
七
二
号
）、
北
野
天
満
宮
御
文
庫
蔵
本　
三
冊
（
印
記
、
番
号
な
し
）、
北
野
天
満
宮
御
文
庫
蔵
本　
三
冊
（
番
号
な
し
。
朱
印
の
間
に
南
宗
禅
寺
の
墨
書
）、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
―　　―
四
一
一
号
）、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本　
三
冊
（
第
五
三
〇
号
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
五
〇
二
号
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
五
〇
一
号
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本　
三
冊
（
番
号
な
し
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本　
三
冊
（
番
号
な
し
）、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
斯
道
文
庫
蔵
本　
三
冊
（
印
記
、
番
号
な
し
）、
研
医
会
眼
科
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
四
五
一
号
）、
佼
成
図
書
館
蔵
本　
二
冊
（
清
浦
奎
吾
旧
蔵
。
印
記
、
番
号
な
し
）、
高
知
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
小
島
文
庫
。
印
記
、
番
号
な
し
）、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
印
記
、
番
号
な
し
）、
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
本　
三
冊
（
印
記
あ
り
。
番
号
な
し
）、
椙
山
女
学
園
大
学
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
八
木
文
庫
。
第
四
九
七
号
）、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
林
文
庫
。
第
二
四
七
号
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
R
外
蔵
書
。
第
二
七
五
号
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
南
葵
文
庫
旧
蔵
。
黄
色
い
用
紙
。
第
一
一
四
号
）、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本　
三
冊
（
随
軒
先
生
記
念
図
書
。
第
一
八
四
号
）、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
一
一
五
号
）、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
三
五
七
号
）、
東
洋
文
庫
蔵
本　
三
冊
（
第
七
五
号
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
青
淵
論
語
文
庫
。
付
「
天
文
版
論
語
刊
行
の
趣
旨
」。
第
四
〇
一
号
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
青
淵
論
語
文
庫
。
第
六
一
一
号
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
青
淵
論
語
文
庫
。
第
二
〇
四
号
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
青
淵
論
語
文
庫
。
第
二
〇
五
号
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
井
上
文
庫
。
第
二
二
四
号
）、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
一
八
八
号
）、
文
教
大
学
越
谷
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
池
田
盧
洲
旧
蔵
。
第
一
〇
九
号
）、
蓬
左
文
庫
蔵
本　
三
冊
（
付
「
新
摺
古
版
南
宗
論
語
に
就
き
て
大
方
の
同
情
を
乞
ふ
」。
第
一
八
六
号
）、
宮
城
県
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
印
記
、
番
号
な
し
）、
無
窮
會
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
天
淵
先
生
文
庫
。
第
七
一
号
）、
無
窮
會
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
神
習
文
庫
八
。
金
拾
円
領
収
の
通
知
と
論
語
贈
呈
の
記
述
の
あ
る
、
大
正
五
年
十
一
月
八
日
梅
山
玄
秀
の
紙
片
あ
り
。
第
二
四
三
号
）、
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
五
一
八
号
）、
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
五
〇
四
号
）、
麗
澤
大
学
広
池
博
士
記
念
文
庫
蔵
本　
三
冊
（
光
吉
氏
蔵
書
。
第
五
〇
三
号
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
第
一
三
五
号
）、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
三
冊
（
中
村
進
午
文
庫
。
第
一
三
八
号
）
―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
（
未
見
本
）
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本　
三
冊
、
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本　
三
冊
お
わ
り
に
　
以
上
「
天
文
版
論
語
」
の
書
誌
的
問
題
六
項
目
に
つ
き
考
察
し
て
き
た
。
本
書
は
室
町
時
代
の
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
京
都
の
博
士
家
清
原
宣
賢
の
伝
本
を
泉
州
堺
の
阿
佐
井
野
氏
が
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
版
木
は
清
原
宣
賢
か
ら
孫
に
あ
た
る
細
川
幽
齋
に
わ
た
り
、
幽
齋
か
ら
堺
南
宗
寺
に
大
阪
夏
の
陣
の
こ
ろ
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
初
版
と
し
て
知
ら
れ
る
本
の
一
本
は
同
じ
く
宣
賢
の
孫
の
清
原
枝
賢
の
識
語
入
り
の
本
で
あ
っ
た
。
小
論
で
は
「
天
文
版
論
語
」
が
堺
南
宗
寺
に
も
た
ら
さ
れ
る
以
前
の
、
室
町
期
の
版
木
の
所
在
や
印
刷
事
情
に
つ
い
て
充
分
な
考
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
も
解
明
の
た
め
の
史
料
の
発
見
に
努
め
て
い
き
た
い
。
　
「
天
文
版
論
語
」
の
版
木
は
堺
南
宗
寺
に
伝
わ
っ
て
以
後
も
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
に
戦
災
で
焼
失
す
る
ま
で
四
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
刷
ら
れ
て
き
た
。
江
戸
期
以
降
大
正
期
ま
で
刷
ら
れ
て
き
た
本
は
多
く
残
っ
て
お
り
、「
阿
佐
井
野
版
」
と
し
て
阿
佐
井
野
氏
の
名
を
出
版
史
上
に
遺
す
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
注（１
）　
天
文
年
間
（
一
五
三
二
―
五
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
本
を
天
文
版
と
い
う
。（
井
上
宗
雄
﹇
等
﹈
編
『
日
本
古
典
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
。「
天
文
版
」
の
項
目
）
（
２
）　
但
し
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
周
防
の
平
武
道
が
「
正
平
版
論
語
」
を
覆
刻
し
て
い
る
。
（
３
）　
請
求
番
号
特
ロ
一
二
―
八
七
二
。
（
４
）　
細
川
潤
次
郎
の
説
。
他
に
林
泰
輔
の
「
後
漢
」
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
本
稿
「
研
究
の
歴
史
」
の
項
参
照
。
―　　―
（
５
）　
井
上
宗
雄
﹇
等
﹈
編
『
日
本
古
典
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、「
阿
佐
井
野
版
」
の
項
目
。
（
６
）　
拙
稿
「
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
」（「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
第
四
九
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
参
照
。
（
７
）　
二
人
は
三
条
西
実
隆
と
親
し
く
交
流
し
た
。
実
隆
は
清
原
宣
賢
に
月
舟
寿
桂
所
持
の
『
日
本
紀
聞
書
』
を
書
写
せ
し
め
て
い
る
（『
実
隆
公
記
』
永
正
九
年
四
月
一
六
・
一
七
日
条
）。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
清
家
文
庫
」
中
の
『
易
学
啓
蒙
通
釈
口
義
』
は
一
栢
講
、
月
舟
聞
書
の
本
を
宣
賢
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
８
）　
南
宗
寺
初
代
大
林
宗
套
は
、
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
子
孫
か
ら
頼
ま
れ
て
、
生
前
の
宗
瑞
の
面
影
を
「
宗
瑞
居
士
十
三
年
忌
拈
香
法
語
」
で
「
泉
堺
豪
族
」
と
評
し
て
い
る
（『
泉
州
龍
山
二
師
遺

』）。
ま
た
南
宗
寺
一
二
世
沢
庵
宗
彭
は
石
林
円
玖
を
「
石
林
号
」
で
「
其
族
阿
佐
井
野
」「
即
大
医
竹
田
薬
師
院
主
也
」
と
記
し
て
い
る
（『
明
暗
雙
雙
集
』）。
注
（
６
）
拙
稿
参
照
。
（
９
）　
昭
和
時
代
の
確
認
だ
が
、「
南
宗
寺
主
要
什
物
目
録
」
中
に
「
天
文
版
論
語
板
木
二
十
三
枚
」
と
あ
る
（
曽
根
研
三
『
南
宗
寺
史
』
南
宗
寺
、
昭
和
五
年
、
一
七
四
頁
）
（　
）　
『
細
川
家
記
藤
孝
一
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
）
に
、
三
淵
晴
員
の
二
男
と
し
て
出
生
し
た
が
、
将
軍
義
晴
の
落
胤
で
母
は
清
原
宣
賢
の
女
、

と
あ
る
。
（　
）　
『
南
宗
寺
歴
世
略
譜
』（
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
刊
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
巻
六
、
昭
和
五
年
所
収
）

（　
）　
慶
長
七
年
沢
庵
三
〇
歳
の
時
に
、
六
九
歳
の
幽
齋
に
和
歌
の
批
を
乞
う
て
い
る
（『
細
川
家
記
藤
孝
五
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
）

（　
）　
武
野
宗
朝
編
『
東
海
和
尚
紀
念
録
』（
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
刊
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
巻
六
、
昭
和
五
年
所
収
）

（　
）　
同
前
注
（　
）
慶
長
一
六
年
、
寛
永
一
八
年
の
条
ほ
か
。


（　
）　
沢
庵
和
尚
全
集
刊
行
会
編
刊
全
六
巻
（
昭
和
三
―
五
年
）

（　
）　
佐
藤
一
耕
編
刊
『
堺
と
南
宗
寺
』
昭
和
五
二
年
。

（　
）　
三
本
と
も
未
見
。

（　
）　
川
瀬
一
馬
『
正
平
本
論
語
攷
』（「
斯
文
」
昭
和
六
年
九
月
）

（　
）　
渡
辺
守
邦
・
島
原
泰
雄
編
『
蔵
書
印
提
要
』
日
本
書
誌
学
大
系
四
四
、
青
裳
堂
書
店
、
昭
和
六
〇
年
、
二
一
三
頁
。

（　
）　
井
上
宗
雄
﹇
等
﹈
編
『
日
本
古
典
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、「
河
本
立
軒
」
の
項
目
。

―　　―
「
天
文
版
論
語
」
解
題
（　
）　
曽
根
研
三
『
南
宗
寺
史
』
南
宗
寺
、
昭
和
五
年
、
九
七
頁
。

（　
）　
無
印
・
無
番
号
の
本
が
多
数
現
存
す
る
。

（　
）　
「
東
京
魯
論
」（『
吾
園
随
筆
餘
編
』
巻
一
）「
東
京
再
考
」（『
吾
園
随
筆

編
』
巻
一
）「
書
天
文
版
論
語
後
」（『
十
洲
文
鈔
』
巻
三
）。
い
ず
れ
も

細
川
潤
次
郎
『
十
洲
全
集
』
巻
一
、
細
川
一
之
助
、
大
正
一
五
年
所
収
。
（　
）　
学
而
第
一　
　
　
　
　
三
丁
ウ
二
行
目

　
　
　
先
進
第
十
一　
　
　
四
一
丁
ウ
三
行
目
　
　
　
衛
霊
公
第
十
五　
　
六
七
丁
オ
七
行
目
　
　
　
季
氏
第
十
六　
　
　
七
〇
丁
オ
一
―
二
行
目
　
　
　
微
子
第
十
八　
　
　
七
九
丁
オ
二
行
目
（　
）　
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
支
那
哲
学
史
・
東
洋
史
・
支
那
語
学
支
那
文
学
研
究
室
編
『
京
都
帝
国
大
学
漢
籍
目
録
経
部
第
一
』﹇
京
都
帝
国
大
学
文
学

部
﹈（
昭
和
一
〇
年
）
に
は
「
論
語
十
巻　
天
文
二
年
泉
南
阿
佐
井
野
氏
據
清
原
氏
伝
鈔
本
重
刊　
二
冊
」
と
あ
る
。　
（　
）　
武
内
義
雄
「
正
平
版
論
語
源
流
考
」（
昭
和
八
年
初
出
。『
武
内
義
雄
全
集
』
第
二
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
年
所
収
）

（　
）　
東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会
編
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅰ
』
東
洋
文
庫
、
一
九
九
〇
、
二
九
頁
、
一
―
Ｃ　
。


（　
）　
「
翻
刻
南
宗
論
語
」
の
跋
語
に
、
千
鍾
房
（
須
原
屋
茂
兵
衛
）
所
有
の
無
跋
本
正
平
版
論
語
の
版
木
で
刷
っ
た
本
と
対
校
し
た
こ
と
、
後
に
「
得
舟

橋
手
校
正
平
全
本
」
と
あ
る
が
、
川
瀬
一
馬
「
正
平
本
論
語
攷
」
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
も
無
跋
本
に
あ
た
る
。
（　
）　
拙
稿
「
阿
佐
井
野
宗
瑞
と
『
医
書
大
全
』
の
出
版
」（「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
第
四
二
号
、
一
九
九
五
年
一
二
月
）
参
照
。

（　
）　
注
（
６
）
拙
稿
参
照
。
＊小
論
作
成
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
え
ま
し
た
。
と
り
わ
け
図
書
の
閲
覧
・
調
査
で
各
地
の
図
書
館
・
文
庫
の
方
々
に
様
々
な
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
諸
本
調
査
の
不
充
分
な
点
に
つ
い
て
は
今
後
継
続
調
査
を
行
う
所
存
で
す
。
（
く
ぼ
お　
と
し
ろ
う　
資
料
管
理
課
）
―　　―
